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2018年7月豪雨による末曾有の被書で、

被災された皆さ
亡くなられた皆子さまに深甚なる哀悼の意を表し、

まにlbよりお見舞い申し上げます
「記録的大雨特別警報」が西日本の広域に発令され、各地で甚大な被書をもたらしま
した。全国では死者数だけで223名 、広島県の112名 についで岡山県は61名 とかつ
てなしヽ被書でした。党全国連合は16日、最も被書の大きかった広島に調査団がはいり
(「新報」7。25付 )、 県連合も10日 。16日の緊急暑外で状況や支援カンパ、支援
活動などを呼びかけました。ここでは高梁からの報告 (宮日好夫)を 紹介します。

ストップ戦争法総がかり行動
(岡山駅東マツキヨ前)
8/3 13:00～ 13:30 プラスター

8/19 13:00～ 14:00

写真上 :10日 、倉敷真備町 。まび記念病:
院付近、水が引いてはいたが電線にはゴミ:
がかかっていた。            i
写真中 :13日 、北区ボランティアセンi
ターにて受付 ・作業指示を待つ参加者た:
ろ。倉敷真備以外でもニュースに出ないだ!
けで、私たちのすぐ近くでも浸水被書が起i
きた。                 :
写真下 :20日 、砂川堤防決壊ちかくの東|
平島新幹線橋脚、ヨ|つかかつたゴミから浸:

お詫い 7月豪雨災書支援カンパの振込用紙記朝
が一部間違つていました。2018年 7月豪雨支援カ
ンパに訂正します。※送金処理に支障なし

党 県 連 合 活 動 日 話   :

7/1  部 落解放同盟岡山県連大会 (武本) :
7/2  県 被爆者会慰霊式 (宮田)     :
7/～ 3  6。 29市 民平和祭        :
7/6～ 7 西 日本豪雨 ・情報収集連絡    :
7/～  豪 雨被害支援など～各地で支援活動続く :
7/14 岡 山市平和交流会          i
7/16 原 水禁平和行進 (中止)      :
7/22 被 爆者供養塔清掃活動 (中区 ・東山):
7/27 原 水禁行進幕 ・広島31継ぎ (県平和C):

7/28 市 民と野党の共同宣伝 (マツキヨ前):
7/28 市 民と野党の意見交換会 (岡山)  :

8/4～ 5 原 水禁広島大会 (広島)     :
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8/4～ 18 1原 爆平不B展」
岡山シティミュージアム
主宰 i岡山市原爆被爆者会

8/4～ 5 原 水禁世界大会広島

3/26 14:00-16:
原発ゼロヘの3つ の道
岡山労金ビル
主催 :さよなら原発1000万 人岡山

おかやまいつぽん トークイベント
さんすて前
8/22 18:00～ マツキヨ前
社民党定lS」街宣


